27.嚢胞性肺疾患外科治療の検討(第637回千葉医学会例会・第15回肺癌研究施設例会) by 和田,源司 et al.
289 第637@J千葉医学会例会・第15呂肺癌研究蒐設例会 
26.締結核症に対する最近の外科護法
小出現
〈結核予訪会結核研究所関属病院外科〉
昭和50年--55年の 6年開に当読で手術した諦蕗核は66
例，気管支結核は16例である。締結核の請前X線扉見は
ほぼ全例が広況な多房・多発空洞や硬化壁空洞伊jで 2/3
の症例で菌揚詮であった。街式法案切が過半数を占める 
手術例や再手衛例の頚度がかなヲ高い。しか!1が，両袈
し術後成績は蓄陰性化に成功したものが96%と良好であ
る。気管支結核に対しては最近気管支形成捕を 4例に行
ったが鮪機能温存の居的を達している。 
27.嚢路性詩疾患外科治壌の検討
和田源胃，半沢構，小林延年
〈県西部浜松震療センタ}胸部外科)
当院で、扱った嚢抱f生肺疾患は78伊jで， 59関iこ手箭を施
行している。岳然気騎手街例47例で，初発部では，レ線
上 Bleb又拭 Bullaの存在が明らかな例等としている
が，手箭伊iでは再発はなし。気題性蹄嚢腹手街伺10到の
うち，嚢胞が蹄睦の30%をこえる傍を Giant Bullaと
したが  7梶あヲ，うち 3例泣房謂 Vanishinglung例
であった。 GiantBullaの手術適応には議論があるが，
われわれの手術成績は現在良好で、あり，今後症併を増や
し検討してゆきたいと考える。 
28. 'L'包炎で発症した跡癌ぬ l.f9g
村木憲子，永顕佳子，明星志貴夫
右翼先  (J'I鉄千葉病読〉
症例:50歳男。主訴:咳厳.fI'客疾・起坐呼段。咳歌-
E客疲が出現後，急識に呼鼓匿難が増強し，起坐呼吸とな
った。うづ車性心不全として強心・利尿揺が投与された
が著明な改善をみず，心のう液の貯留が疑われた。心の
う穿剰により，癌性〈大紐胞癌〉心包炎と診摂された。
気管支擦過物からも， 間諜の細Eきが採取された。 Tomo
および CTスキャンにより，原発巣は， 左 S6と確認
された。 
29.結核性検による蔚がん発見 
0志村昭光，米講道子
〈結核予防会千葉県支部捷康相談所)
巣下結核住検の 7害tlfこ担当する間接写真を検診機関の
如何にかかわらず 2入読みを実撞するシステムを作り， 
10万対 20.89の障がんを発見した。この内， 2入の読影
者の一方が所見なしとしたものからも 29.2%の績がんが
発見された。間接写真では結核を疑い直接撮影以後に坊
がんを疑われる症例が 3分の lを占め，R草野の諒がんの
§害jが手街可龍であるのに訪問がんば 2割に過ぎないこ
となどから請検を含めた検診体制の強化が必要であるこ
とを考察した。 
30.市原市における肺がん検診或績の検討
。松岡誇夫〈千大・教育学部〉
渡辺昌平〈千大・結研内科〉
香月秀誰 〈千大・学長〉
婦がん早期発見と，障がん発生の推移の検索を目的と
して，市原市iこおいて，昭和33年以降継続して，肺結核
住民検診に許行した婦がん検診を行なってきた。対象は
女が多く， 40歳以上，高齢化の傾向にある地域住民で，
ほぽ画定化した集自であるが，昭和55年慶までの23年間
に廷 741，295人中， 106例の蹄がん症例を発見した。発
見率詰工O万人当， 14入であるが年々の発見率の推移は  
yω=14.8十 0.17xと増加傾向がみられ，これは， 昭和  
40年代において著現に増加している。この増加額向は寵
海部で著明である。また臨海部で、発見された症例に，肩
平上皮がんの占める率がやや高くなっていた。
これらの事は，市原京が大気汚染の洗礼を多少なりとも
受けていた地域として，亘ちにその影響と即断は危険で
あるが今後の検討を要する開題と考える。 
31.詩癌の前癌痛変に罰する実験的検討
鎗田努(鎗田病読〉
大岩孝司(国立佐倉〉
肺癌には種々の組織型があること，訪癌発生の母細胞
となり得る上皮系の紹胞も数多くあることが知られてい
る。人の気管支と長く棋た構造を有するハムスタ}気管
をもちい，この局所発癌装置を開発改長し，経時的量殺
実験，経時的結抱診，発癌実験を行なった結果，人の中
程気管支発生賭癌では，肩平上皮癌の前癌病変註， あ
る種の肩平上度化生であヲ， 腺癌の前癌病変は， Hy-
perplasia (Hypertrophia) と考えて良いと患われた。 
32.腎癌詩転移お 1例ピシバニーJレ爵所注入の効果
室毘足先宏，大塚俊通，長国 語
〈冨鉄中央胸部外科〉 
Grawitz麗蕩の鯖並びに右 B2，訟の気管支内睦iこ転
